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つ
く
ば
市
は
、
中
心
部
に
筑
波
研
究

学
園
都
市
が
あ
り
、
筑
波
大
学
な
ど
の

教
育
機
関
と
約
三
百
も
の
研
究
機
関
や

企
業
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
転
勤
者
や
学
生
が
多
く
、
特
に
学

生
に
と
っ
て
の
身
近
な
移
動
手
段
と
し

て
自
転
車
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
つ
く
ば
市
Ｓ
Ｃ
で
は
、
自
転
車
の
修

理
・
点
検
・
調
整
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売
を
独
自
事

業
と
し
て
展
開
。
確
か
な
技
術
を
利
用

し
や
す
い
価
格
で
、
自
転
車
を
愛
用
す

る
地
域
の
人
た
ち
に
提
供
し
て
い
る
。

　
も
と
も
と
は
平
成
九
年
度
に
開
始
し

た
事
業
だ
っ
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
自
転

車
の
販
売
不
振
な
ど
か
ら
事
業
活
動
を

一
時
中
断
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
再
開

を
望
む
会
員
の
声
な
ど
を
受
け
て
、
平

成
二
十
三
年
度
か
ら
小
規
模
で
事
業
を

再
開
し
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
筑
波

大
学
と
の
連
携
事
業
が
始
ま
っ
て
活
発

化
し
て
い
る
。

「
自
転
車
部
」
の
六
人
が

修
理
と
再
生
に
活
躍
中

　
事
業
を
担
う
の
は
、
平
成
二
十
五
年

度
に
発
足
し
た
「
自
転
車
部
」。令
和
四

年
七
月
現
在
、
六
人
の
会
員
が
活
躍
し

て
い
る
。
就
業
場
所
は
、
つ
く
ば
駅
前

拠
点
と
、
筑
波
大
学
構
内
の
作
業
場
の

二
か
所
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
は
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

●
つ
く
ば
駅
前
拠
点（「
つ
く
ば
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
」
敷
地
内
）

　
自
転
車
の
修
理
・
点
検
・
調
整
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の

整
備
・
販
売
を
実
施
し
て
い
る
。
市
の

協
力
を
得
て
無
償
貸
与
さ
れ
た
場
所
に
、

小
さ
な
店
舗
と
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の

保
管
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。
多
い
日
は
、

一
日
十
件
ほ
ど
の
修
理
な
ど
を
行
う
。
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　つくば市ＳＣでは、一時中断していた自転車リサイクル
事業を、平成26年度から本格的に再開。市の協力で、つく
ば駅近くに自転車修理やリサイクル自転車を販売する拠点
を構えている。また、筑波大学と連携して卒業生から不要
になった自転車を回収し、リサイクル自転車として整備し、
新入生に販売して喜ばれている。現在 6人の会員が「自転
車部」として独自事業で活躍中だ。

市
、
筑
波
大
学
と
連
携
・
協
力
し

自
転
車
の
再
生
、
修
理
に
活
躍

公
益
社
団
法
人

つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
茨
城
県
）

つくば市ＳＣでは、「自転車部」が自転車リサイクルを
行う独自事業を担っている。写真は就業場所の一つで
ある、つくば駅前拠点
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依
頼
の
大
半
は
、
タ
イ
ヤ
の
パ
ン
ク
修

理
と
タ
イ
ヤ
交
換
で
、
修
理
作
業
な
ど

は
店
舗
前
の
屋
外
で
行
っ
て
い
る
。

　
開
店
時
間
は
十
~
十
八
時
︵
年
末
年

始
は
休
み
︶。一
日
二
交
代
制
︵
十
~
十

四
時
、
十
四
~
十
八
時
︶
で
、
各
一
人

が
就
業
し
て
い
る
。
シ
フ
ト
は
、
毎
月

メ
ン
バ
ー
で
決
め
て
い
る
。

●
筑
波
大
学
構
内
拠
点

　
令
和
三
年
度
、
筑
波
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
の
一
角
に
作
業
場
が
完
成
し
た
。

以
前
は
屋
外
で
の
作
業
だ
っ
た
た
め
、

暑
さ
、
寒
さ
が
こ
た
え
た
と
い
う
。
こ

の
作
業
場
で
は
、
同
大
学
の
卒
業
生
か

ら
不
要
に
な
っ
た
自
転
車
を
回
収
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
と
し
て
整
備
・
販

売
す
る
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

　
就
業
時
間
は
十
~
十
六
時
︵
土
・
日

曜
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
休
み
︶。交
代

制
で
、
毎
日
一
人
が
就
業
し
て
い
る
。

筑
波
大
学
と
の
連
携

き
っ
か
け
と
内
容

　
筑
波
大
学
の
筑
波
キ
ャ
ン
パ
ス
は
敷

地
面
積
二
五
八
ha
と
広
大
で
、
東
京
ド

ー
ム
に
換
算
す
る
と
約
五
十
五
個
分
。

歩
い
て
移
動
し
て
い
る
と
授
業
に
間
に

合
わ
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
多
く

の
学
生
が
構
内
で
の
移
動
手
段
と
し
て

自
転
車
を
利
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
卒
業
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、

不
要
に
な
っ
た
自
転
車
が
大
量
に
発
生

す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
大
学
側
で
は
、
構
内
に
お
け
る
学

生
の
自
転
車
の
安
全
運
転
指
導
や
放
置

自
転
車
な
ど
を
な
く
す
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
る
と
同
時
に
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ

る
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
登
録
制
度
「
ア

イ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
て
、

自
転
車
等
の
利
用
状
況
の
把
握
・
管
理

を
行
っ
て
い
る
。

　
同
大
学
で
こ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
時
期
と
、
つ
く
ば
市
Ｓ
Ｃ
で
自
転
車

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
が
再
び
活
発
に
な
っ

て
き
た
時
期
が
ほ
ぼ
同
時
で
あ
っ
た
こ

と
、
自
転
車
部
の
会
員
の
知
り
合
い
に

同
大
学
の
卒
業
生
が
い
た
こ
と
な
ど
が

き
っ
か
け
に
な
り
、
大
学
の
ア
イ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
に
自
転
車
部
の
力
を
生

か
そ
う
と
、
連
携
事
業
が
始
ま
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
同
大
学
を
卒
業
す
る

学
生
か
ら
不
要
に
な
っ
た
自
転
車
を
回

収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
自
転
車
を

整
備
し
て
販
売
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

販
売
は
四
月
の
み
で
、
新
入
生
向
け
に

百
台
程
度
と
し
て
い
る
。

　
販
売
実
績
は
順
調
に
伸
び
て
、
令
和

元
年
度
は
百
二
十
五
台
で
あ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
リ
モ
ー
ト
授
業
が
増
え
た

令
和
二
年
度
は
三
十
八
台
、
令
和
三
年

度
は
七
十
八
台
で
あ
っ
た
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
販
売
日
は
、

自
転
車
部
全
員
で
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
詰

め
て
、
販
売
と
同
時
に
防
犯
登
録
を
行

う
作
業
に
対
応
す
る
。
か
な
り
忙
し
い

一
日
と
な
る
そ
う
だ
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の
人
気
は
高
く
、

毎
年
大
学
側
か
ら
も
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
卒
業
生
か
ら
不
要
自
転
車
を
回

収
す
る
際
、「
四
年
間
、
大
事
に
乗
り
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
リ

サ
イ
ク
ル
自
転
車
を
購
入
し
た
学
生
か

ら
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
触
れ
合
い
が
、
自
転
車
部
の

メ
ン
バ
ー
の
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
る
。

自
転
車
安
全
整
備
店
と
し
て

　
つ
く
ば
駅
前
拠
点
の
店
舗
に
は
、「
自

転
車
安
全
整
備
店
」
の
看
板
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク︵
自

転
車
安
全
整
備
士
が
点
検
確
認
し
た
普

通
自
転
車
に
貼
付
さ
れ
る
マ
ー
ク
︶
を

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
自
転
車
店
の

こ
と
で
、
自
転
車
安
全
整
備
士
が
働
い

て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。

　
自
転
車
販
売
を
仕
事
に
す
る
た
め
に

は
、
自
転
車
安
全
整
備
士
、
自
転
車
技

「
自
転
車
部
」
の
も
う
一
つ
の
就
業
場
所
は
、

筑
波
大
学
構
内
の
作
業
場
。
卒
業
生
か
ら
不

要
に
な
っ
た
自
転
車
を
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
自
転
車
と
し
て
整
備
・
販
売
し
て
い
る
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士
の
二
つ
の
資
格
が
あ
り
、
両
方
の
取

得
を
目
指
す
人
が
多
い
た
め
試
験
は
年

一
回
、
同
日
に
行
わ
れ
て
、
実
技
試
験

は
両
資
格
共
通
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
難
関
と
さ
れ
る
資
格
だ
が
、
現
在
、

自
転
車
部
の
二
人
が
両
方
の
資
格
を
取

得
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
人
が
、
理
事
で
自
転
車
部
の

代
表
を
務
め
る
久
保
田
明
さ
ん
。
会
社

員
時
代
か
ら
自
転
車
の
仕
事
に
長
年
携

わ
り
、
自
転
車
整
備
に
も
精
通
し
て
い

る
。
就
業
に
加
え
、
後
継
者
育
成
や
資

格
取
得
を
目
指
す
仲
間
の
支
援
に
も
活

躍
す
る
毎
日
だ
。
ま
た
、
就
業
環
境
の

整
備
に
も
気
を
配
り
、
筑
波
大
学
構
内

の
作
業
場
設
置
や
資
格
試
験
に
か
か
る

費
用
の
補
助
な
ど
を
セ
ン
タ
ー
事
務
局

に
相
談
し
て
、
整
え
て
き
た
。

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
喜
び

　
取
材
時
は
雨
が
降
っ
た
た
め
、
つ
く

ば
駅
前
拠
点
の
利
用
者
は
一
人
で
あ
っ

た
が
、
会
社
員
の
男
性
が
愛
車
の
タ
イ

ヤ
の
不
具
合
を
相
談
し
に
訪
れ
た
。

　
こ
の
と
き
対
応
し
て
い
た
会
員
の
清

水
英
一
さ
ん
は
、
自
転
車
部
の
最
年
長
。

定
年
ま
で
事
務
職
に
就
い
て
い
た
が
機

械
や
自
転
車
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
、

自
転
車
部
の
一
員
に
な
っ
て
八
年
に
な

る
。
未
経
験
で
こ
の
仕
事
を
覚
え
て
腕

を
磨
き
、
自
転
車
安
全
整
備
士
と
自
転

車
技
士
を
目
指
し
て
数
回
の
挑
戦
を
経

て
、
令
和
三
年
に
合
格
し
た
。「
自
転
車

部
の
一
員
と
し
て
資
格
を
取
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
実
技
試
験
が
難
し
く
、

先
輩
の
指
導
を
受
け
て
不
足
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
改
善
し
て
、
合
格
で
き
ま
し

た
」
と
明
る
く
話
す
。

　
取
材
時
に
依
頼
を
受
け
た
タ
イ
ヤ
の

不
具
合
も
、
手
際
良
く
応
急
処
置
を
施

し
た
。
依
頼
者
は
「
助
か
り
ま
し
た
」

と
言
っ
て
代
金
を
支
払
っ
て
、
笑
顔
で

帰
っ
て
い
っ
た
。

　
久
保
田
さ
ん
は
「
屋
外
作
業
が
中
心

で
す
の
で
、
風
や
雨
の
日
、
暑
い
日
、

寒
い
日
は
大
変
で
す
が
、
お
客
さ
ま
か

ら
〝
あ
り
が
と
う
〟〝
助
か
っ
た
わ
〟
と

言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
私
た
ち
の
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
か
ら
親
子

取
材
時
に
就
業
し
て
い
た
「
自
転
車
部
」
の
会
員
。

写
真
左
か
ら
、
代
表
を
務
め
る
久
保
田
明
さ
ん
、

清
水
英
一
さ
ん
、
野
口
守
さ
ん

つ
く
ば
駅
前
拠
点
で
は
、
自
転
車
の
修
理
・
点
検
・
調
整
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
自
転

車
の
整
備
・
販
売
を
行
う
。
依
頼
者
の
要
望
に
迅
速
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を

そ
ろ
え
て
い
る
（
写
真
上
）。写
真
下
は
、
タ
イ
ヤ
の
不
具
合
を
調
べ
る
清
水
さ
ん
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連
れ
、
シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
世
代
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
地
域
の

た
め
に
な
っ
て
い
る
の
な
ら
、
う
れ
し

い
で
す
。
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
安
全

に
修
理
す
る
こ
と
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
自

転
車
を
仕
上
げ
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も

徹
底
し
ま
す
」
と
、
穏
や
か
な
表
情
で

話
し
た
。

　
二
つ
の
拠
点
で
の
活
動
の
ほ
か
、
つ

く
ば
市
で
行
っ
て
い
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
自
転
車
の
点
検
・
修
理
業
務

を
受
託
し
て
い
る
。

　
こ
こ
三
年
間
の
自
転
車
部
の
事
業
実

績
は
、
次
の
通
り
。

︿
自
転
車
修
理
・
部
品
販
売
件
数
﹀

　
令
和
元
年
度
︙
三
千
二
百
十
八
件

　
令
和
二
年
度
︙
千
八
百
三
十
七
件

　
令
和
三
年
度
︙
二
千
七
十
三
件

︿
中
古
自
転
車
販
売
台
数
﹀

　
令
和
元
年
度
︙
四
百
九
十
九
台

　
令
和
二
年
度
︙
二
百
六
十
八
台

　
令
和
三
年
度
︙
三
百
三
十
八
台

　
※
筑
波
大
学
で
の
販
売
を
含
む

　
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
地
元
中
学

校
の
校
外
学
習
に
対
応
し
て
、
自
転
車

の
リ
サ
イ
ク
ル
作
業
を
見
学
し
て
も
ら

っ
て
い
た
。
感
染
拡
大
が
収
束
し
た
ら
、

活
動
を
再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
四
年
六
月
、
自
転
車
部
に
新
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
元
消
防
士
の
野
口
守

さ
ん
が
加
わ
っ
た
。
取
材
時
は
二
か
月

間
の
研
修
中
で
、
久
保
田
さ
ん
に
仕
事

を
教
わ
っ
て
い
た
。
野
口
さ
ん
は
「
自

宅
で
は
野
菜
作
り
を
し
て
い
る
の
で
、

セ
ン
タ
ー
で
の
働
き
方
が
自
分
に
合
っ

て
い
る
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。
競
輪

選
手
に
憧
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
も
趣

味
で
自
転
車
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
技
術

を
身
に
付
け
て
、
こ
れ
か
ら
頑
張
り
ま

す
」
と
、
清
々
し
い
笑
顔
を
見
せ
た
。

地
域
貢
献
の
ポ
イ
ン
ト

　
独
自
事
業
は
会
員
主
体
で
取
り
組
ん

で
お
り
、
事
務
局
で
は
必
要
に
応
じ
て

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
大
学
構
内
に
作
業
場
を
設

置
す
る
際
の
依
頼
や
打
ち
合
わ
せ
に
は

事
務
局
職
員
も
同
行
し
た
。
ま
た
、
資

格
試
験
の
受
験
料
補
助
に
つ
い
て
も
自

転
車
部
と
話
し
合
い
、
就
業
会
員
の
能

力
向
上
を
目
指
す
た
め
と
し
て
、
令
和

三
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
事
業
を
担
当
す
る
事
務
局
職
員
は
、

「
事
務
局
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
は

今
後
も
行
い
ま
す
。
地
域
に
貢
献
す
る

事
業
で
す
し
、
会
員
も
や
り
が
い
を
感

じ
て
就
業
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
地
域
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
事
業
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
自
転
車
部
の
活
躍
と
と
も
に
、

市
や
筑
波
大
学
と
セ
ン
タ
ー
が
連
携
・

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
た
。

　
白
井
稔
事
務
局
長
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

時
代
に
合
っ
た
事
業
で
す
し
、
今
後
も

市
や
大
学
と
連
携
す
る
中
で
、
新
た
な

活
躍
の
場
を
拡
大
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
今
後
を
述
べ
た
。

︵
増
山
美
智
子
︶

つ
く
ば
駅
前
拠
点
の
店
舗
に
は
「
自
転
車
安

全
整
備
店
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

事業運営状況 （平成29年度～令和 3年度）
年度 会 員 数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平成29 467 167 634 1.1 533
（60,152） 84.1 3,863 355,957 24.8/75.2

30 467 176 643 1.1 495
（56,913） 77.0 4,624 352,590 25.3/74.7

令和元 481 198 679 1.2 455
（55,397） 67.0 3,509 347,671 26.5/73.5

2 450 194 644 1.1 473
（51,389） 73.4 3,835 332,959 21.0/79.0

3 414 205 619 1.0 457
（48,857） 73.8 3,105 306,905 18.5/81.5

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、平成30年度以降は請負・委任と労働者派遣事業が対象
※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む


